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ス タ ジオ ・ポ タ リー:イ ギ リス工 芸 運 動 と 日本
児子弘恵/京都市立芸術大学(非常勤講師)
スタジオ ・ポタ リーとは,広 義 には大規模
工場 の製品 に対 して,個 人制作 あるいは小規
模 な工房 にお ける陶芸制作 を意味 し,狭 義 に
は1920年以降 主 にバ ーナー ド・リーチを軸
とす るイギ リス陶芸運 動を指す。本発表 はス
タジオ ・ポタ リーを後 者に限定 し,そ の発生
と展開を通 して イギ リス工芸運動 と日本,そ
して アメ リカの近 ・現代陶芸 の関係 を追 うも
ので ある。
1920年代 に先立っ動向 として,ア メ リカの
アー ト・ポタ リーに注 目 したい。 アメ リカの
アー ト・ポダ リーは,19世紀 のアーッ ・ア ン
ド・クラフッ運動 の終 焉に位置 し,新 世紀へ
の転換期 に位置す る工 芸であ った。特徴 のひ
とっ と して,ア メ リカのアー ト・ポ タリーが
女性 のアマチ ュアクラブか ら発展 した もので
あることがあげ られる。メア リー ・ルイーズ ・
マ ックロー リンが 「ウィ リアム ・モ リスとそ
の同志が提唱す る正統 イギ リス ・ルネ ッサ ン
スの音信がっ いにアメ リカに届 いた」 と宣言
したように,思 想的 にはアー ッ ・ア ン ド・ク
ラフツ運動の影響 を受 けている時代 になる。
この影響 は第一次世界大戦 までっつ くと考 え
られ る。 しか し,1920年代に入 って,ア ーツ ・
ア ン ド・クラフッ運動 は,徐 々に求心力 を失
いっっ あった。
1920年,東京か らイギ リスへ戻 ったバーナー
ド・リーチが濱 田庄司 とセ ン ト・アイヴスに
窯 を築 く。1920年代,ウ ィ リアム ・モ リス と
そのユー トピア思想 は,工 芸家 の変 わ らぬ尊
敬 を集 めて いたが,現 実的な効力 を持 って い
なか った。 リーチはセ ン ト・アイ ヴスで の経
済的 な困窮の なかで,彼 自身の成功 を示す ご
とで,陶 工 に実効 性を示 した といえる。現代
のイギ リス陶芸を代表 す るア リソン ・ブ リ ト
ンは,現 在 もイギ リス陶芸 においてモ リスと
リーチの影響が強 く残 ってい ると語 って いる。
イギ リス陶芸におけ る リーチの活躍 は,多
くの陶芸家 に希望 と誇 りを与 えたが,同 時 に
リーチによって もた らされた,慎 み深 さや正
直 さ とい った陶工 のイ メー ジは,ス テロタイ
プだ と,後 の リーチへの反発 を生 み出 して い
くこ とになる。
イギ リスでの リーチの影響 は,東 洋 そ して
日本 を背景 に持つ ものであ り,背 後 には柳宗
悦 の思想があ った。西洋 と東洋 の融合 という
リーチの悲願 は,東 洋 の伝導 師 として イギ リ
スの陶芸家の尊敬 を集 めた。 しか し,ス タジ
オ ・ポタ リーの展 開のなかで,東 洋 に背景を
もつ リーチの影響 は徐 々に薄 れてい くことに
なる。
20世紀 のイギ リス陶芸を代表す るルーシー ・
リーは,モ ダニス トと評 される。 ウ ィー ンか
らイギ リスへや ってきたルーシー ・リーは リー
チの もとで陶芸を学 ぶが,フ ォルムに対す る
考え方 の違いか らリーチのもとを離れる。ルー
シー ・リーの成功 はモ ダニズム と捉え られて
いる。 しか し,リ ーチの遺産 の うち東洋的で
ある ことか らポッターであ ることを引 き継い
だとみる こともで きる。 ルー シー ・リーは議
論 を好 まず,公 に語 ることがほ とん どなか っ
た。黙 々と制作を続 け る彼女 の姿 は陶工(陶
芸家)の イメージそのものであった。ルーシー ・
リーの制作上のパー トナーでもあったハ ンス ・
コパ ーの作品 は,よ り東洋 の影響か ら離れた
ものであ った。 コパー はブランクーシの影響
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を受 け,ス タジオ ・ポタ リーにお いて,彫 刻
的要素 の強 い作 品の流れ をっ くった。
もうひ とり初期 のスタジオ ・ポタ リーのな
かで重要 な人物 は,ウ ィ リアム ・ステー ト ・
マ リーであ る。 リーチを基点 と して分かれ る
とみるス タジオ ・ポ タリーのなかで,ス テイ
ト・マ リー は リーチ と正反対 のアプローチを
行 った。二人 の作品 は見紛 うほど似て いた と
いわれ るが,ス テイ ト・マ リーは リーチと反
対 に作 品を アー トとみな し陶器 と呼ばなか っ
た といわれてい る。作品 を画家や彫刻家 と同
様 にギ ャラ リーに並 べ,他 のアーティス トと
同 じ評価 を求 めた。
ガース ・クラー クは,リ ーチ以降の スタジ
オ ・ポ タリーの動向を,エ シカルポットとファ
イ ンアー トポ ットの対比 で論 じて いる。本発
表で は,リ ーチがモ リスか ら受 け継 いだ,ロ
ジ ックが,道 徳 ではな く,倫 理で あったこと
を重視 した い。 リーチは クラフツマ ンシ ップ
を重ん じる一方 で,ク ラフツマ ンはマテ リア
ル に対 し 「コ ントロールを失 うことな く,自
分の力を いかな る程度 で発揮 するかを決定す
る自由を もっべ きであ る」 と述べ ている。
スタジオ ・ポタ リーの可能性 は,イ ギ リス
や 日本 にお ける展開だけでな く,さ らに,ア
メ リカの現代陶芸への広 が りにみ ることが で
きる。抽象表現主義陶芸を代表する,ピーター ・
ヴォーコスの作品 には,ス タジオ ・ポ タ リー
と共有す る,マ テ リアル に対 す る意識 がみて
とれ る。
また,リ ーチの評価が,イ ギ リス性 のなか
で揺れ動 いたよ うに,日 本におけ る柳宗悦 の
評価 もまた,日 本的 なるものをめ ぐって変化
した。 この問題 はこれ まで も,「工芸とナショ
ナ リズム」 として論 じられて きた。 しか し,
同時 に,モ ダン ・クラフ トが内包す るポ リティ
カルな性質 であるいえるだ ろう。 モ ダン ・ク
ラフ トはモ ダニズムとア ンチ ・モ ダニズムの
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両方 の課題 に向きあう必要 があ った。
ポス トモダ ン以降,ハ イ ブ リッ ド・アー ト
等,総 合芸術 的なか たが賞賛 され る一方 で,
現代工芸 は単 なる現代美術 の後追 い,あ るい
は超少女趣味 と揶揄 され る状況 において,相
対主義 とい う新 たな難題 に直面 した といえ る。
本発表 でスタ ジオ ・ポタ リー に注 目す る目
的は,モ ダ ン ・クラフ トが美術 の後追 いで は
な く,近 代化 のなかで保 って きた独 自性 を示
す ことであ る。 スタジオ ・ポ ッターの多 くが,
自らのアイデ ンテ ィテ ィを陶工(陶 芸家)で
あ ることに求 めた。 スタジオ ・ポタ リー はそ
の展 開において,倫 理 を常 に制作の内におい
て きた といえる。 ス タジオ ・ポタ リー は工芸
におけ る倫理 を再考す る上で も,重 要 な工芸
運動 であ る。
